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待
望
の
葛
巻
町
新
庁
舎
が
完
成
を
迎
え
、

11
月
１
日
に
町
内
関
係
団
体
の
代
表
者
や

自
治
会
長
な
ど
約
１
３
０
人
が
出
席
し
て

開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、
平
成
30
年
６
月
に
策
定
し

た｢

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画｣

に
基
づ

き
、
令
和
２
年
12
月
に
着
工
。
事
業
費
は

総
額
約
37・
９
億
円
で
、
公
共
施
設
等
整

備
基
金
や
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
を
活
用

し
て
整
備
し
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
新
庁
舎
は
、

行
政・
交
流・
商
工・
金
融
の
機
能
を
併
せ

持
ち
、
葛
巻
ら
し
さ
（
ミ
ル
ク・ワ
イ
ン・

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー・
林
業
）
を
演
出

す
る
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
２
期
工
事
と
し
て
新
庁
舎
の
西

完成した新庁舎の前で行われた開庁式完成した新庁舎の前で行われた開庁式

①
拠
点
エ
リ
ア・
庁
舎
棟
は
「
く
ず
ま
～

る
」、
②
２
期
工
事
で
整
備
予
定
の
大
屋

根
広
場
は
「
び
っ
く
テ
ラ
ス
」、
③
多
目

的
ホ
ー
ル
は
「
ま
き
×
ま
き
ホ
ー
ル
」、

④
２
階
の
図
書・サ
ロ
ン・勉
強
カ
フェ
は「
ま

な
ベ
ー
ス
」、
⑤
１
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は

「
ふ
り
～
じ
ゅ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
出
席
者
は
葛
巻
ブ
ラ
ス
の

生
伴
奏
に
併
せ
て
町
民
歌
を
斉
唱
。
続

い
て
町
民
歌
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

新
庁
舎
は
多
く
の
人
が
集
う
拠
点
施
設
と

し
て
開
庁
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
庁
舎
で
は
11
月
７
日
か
ら
業

務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

側
に
大
屋
根
広
場
や
盛
岡
中
央
消
防
署
葛

巻
分
署
を
整
備
す
る
予
定
で
、
平
成
29
年

に
完
成
し
た
葛
巻
病
院
（
医
療
機
能
）
と

併
せ
て｢

求
心
性
の
あ
る
ま
ち
の
賑
わ
い

創
出｣

を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
各
エ
リ
ア
の
愛
称
が
決
定

　
　
　
親
し
ま
れ
る
拠
点
施
設
へ

　
開
庁
式
で
は
、
新
た
な
〝
ま
ち
〟
の
拠

点
愛
称
選
考
委
員
会
の
広
田
純
一
委
員
長

が
、
決
定
し
た
５
つ
の
愛
称
を
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
の
応
募
５
２
７
点
か
ら「
賑
わ
い
」「
親

し
み
や
す
さ
」「
人
を
受
け
入
れ
る
」
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
愛
称
が
選
考
さ
れ
、

　
50
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
一
大
事
業
に
、

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
議
会
並
び
に
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
「
利
用
し
や
す
く
親
し
ま
れ

る
庁
舎
」「
効
率
的
な
行
政
運
営
が
行
え

る
庁
舎
」「
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
」「
ま

ち
場
再
生
を
先
導
す
る
庁
舎
」「
環
境
に

や
さ
し
い
庁
舎
」
の
５
つ
の
基
本
方
針
を

掲
げ
、「
葛
巻
ら
し
さ
」
に
こ
だ
わ
り
地

域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
で
す
。
利
便
性

の
向
上
と
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

を
図
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
き
め
細

や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価

上
昇
な
ど
に
よ
る
経
済
の
低
迷
な
ど
、
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
中
、

「
逆
境
の
時
こ
そ
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
め
る
好
機
」
と
捉
え
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

式
辞

　
　
　
　
葛
巻
町
長
　
鈴
木
重
男

床や壁面に町産木材を使用し、町民が自由で気軽に利用でき
る憩いのスペース。「フリー」と「樹木」を合わせた造語で特
徴を表現（１階）

町の恒例行事「トリプルまきフェスタ」の「巻」、「牧」、「薪」
から発想。木をふんだんに使ったホールで、「×」を使用する
ことで印象をユニークに（２階・３階）

「びっぐ」で大屋根のイメージを、「テラス」でエントランス
としての雰囲気を表現。シンプルに、分かりやすく親しみが
持てるように（２期工事で整備予定）

子どもから大人まで、多くの町民が学びを広げる拠点となる
スペース。特に図書室を利用することが多い児童生徒になじ
みやすい愛称に（２階）

広報くずまき・2022（令和４）年12月１日〔２〕〔３〕〔３〕2022（令和４）年12月１日・広報くずまき2022（令和４）年12月１日・広報くずまき

葛巻町新庁舎 開庁
まちの新たな交流拠点へ

「くずま～る」は「葛巻に人が集まる、町のさまざまな機能が集まる」という意味がこめられた愛称です


